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栄養・身体活動の国際サーベイランスシステム構築の基盤整備事業

＜背景＞①国民健康・栄養調査の集計を担当してきた当研究所の実績
②栄養と身体活動に関するWHO協力センターの指定（平成26年３月）
③経済発展に伴う「栄養不良の二重負担(double burden of malnutrition)」の出現

＜目標＞栄養と身体活動に関する国際的に標準化されたサーベイランスシステムの構築

都市部をモデルとしたサーベイランスシステムの
構築（対象国候補：マレーシア、ベトナム）

健康・医療
戦略（内閣
府）による
栄養改善
事業への
参画

栄養不良
の二重負
担のサー
ベイランス
に関する
アジア栄
養ネット
ワークシン
ポジウム
の開催

農村部をモデルとしたサーベイランスシステムの
構築（対象国候補：ラオス、カンボジア）

・調査国選定

・各国の既存
の栄養・身体
活動調査方
法の検討

・人材の能力
強化支援

予備調査 本調査 本調査 まとめ

予備調査 本調査 本調査 まとめ

＜期待される成果＞

各国のデータに
もとづく官民一
体となった栄養
改善事業の展開

栄養不良の二重
負担の国際的な
解決策の提案

企業のグローバル
市場開拓の促進

CS840413
長方形

CS840413
タイプライターテキスト
　　資 料 ５




